
コメの未来を東北から考える
～私たちは日本のお米を食べ続けられるのか？～

日時 2026年9月2日（水）13：30～17：30
場所 岩手大学教育学部１号館 北桐ホール

プログラム
※オンライン配信（Zoom）あり

岩手大学次世代アグリイノベーション研究センターシンポジウム

13:30-13:40
開会挨拶
下野 裕之（岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター長）

13:40-14:25
日本のコメの未来像
稲垣 公雄 （三菱総合研究所 研究理事）

14:25-14:55
生産現場からみたコメの未来像
照井 勝也
（（株）西部開発農産 代表取締役社長）

14:55-15:25
流通からみたコメの未来像

田中 伸生
（アイリスオーヤマ（株）管理本部執行役員本部長）

15:25-15:35  休憩

15:35-16:05
農協からみたコメの未来像
小田嶋 契（元・JA秋田ふるさと組合長）

16:05-16:25
水田の多面機能 その１：ダム効果からみた日本のコメの未来像
濱上 邦彦 （岩手大学農学部水環境工学研究室 准教授）

16:25-16:45
水田の多面機能 その２：耕作放棄地と野生動物からみた日本のコメの未来像
出口 善隆（岩手大学農学部動物行動学研究室 教授）

16:45-16:55  休憩

16:55-17:30  
パネルディスカッション
中村 勝則（岩手大学農学部農業経営・経済学研究室 教授）



講師プロフィール

価格高騰「令和の米騒動」を背景に注目される米．これからも私たちは日本で生産されたお米を
食べ続けられるのか？ 担い手の高齢化と後継者不足，それに伴う急速な農地集積が進む中，日
本の米生産の現状，その将来について，米どころ東北から考えます．

お申込み方法 ＜事前申込制＞

下記URLまたはQRコードから、お申し込みください。
https://forms.gle/LR6k1ViF1HRENgwu8

・フォームでの申込後、自動返信のメールが届かない場合は、
aic@iwate-u.ac.jp まで問い合わせ先までご連絡ください。
・ドメイン指定受信で、@iwate-u.ac.jp（岩手大学ドメイン）を許可し
てください。（制限されていることがあります）

問い合わせ  岩手大学 次世代アグリイノベーション研究センター(AIC）事務局

（岩手大学 研究・地域連携課内） aic@iwate-u.ac.jp

＜会場案内＞

申込締切：２０２６年８月２６日（水）

稲垣 公雄 （三菱総合研究所 研究理事）

田中 伸生（アイリスオーヤマ（株）管理本部 執行役員本部長）

照井 勝也（（株）西部開発農産 代表取締役社長）

小田嶋 契（元・JA秋田ふるさと組合長）

1990年三菱総合研究所入社。2021年より食農分野担当本部長。2024年10月より研究理事。企業経営戦
略・農業政策に関する研究提言、特に農業分野を中心に社会課題解決につなげる企業・経営体や行政組織
の事業改革、事業創出に取り組む。2025年10月より農水省食料・農業・農村政策審議会委員。一般社団法
人食農共創プロデューサーズ理事。

岩手県和賀郡和賀町(現北上市)生まれ。2012年に先代から社長を引継ぎ2017年に直営店を立ち上げる。
2022年, 受託部を新設し, 新事業の展開を模索。「食」を通じて「安心」や「楽しみ」を供給することを目
指し,本州最大規模の900haの農地に米穀,野菜を生産する他,畜産や加工食品の販売,直営店の営業など多岐
にわたる事業を展開。日本農業法人協会理事、岩手県農業法人協会会長、岩手県農政審議会委員など歴任．

1994年アイリスオーヤマに入社。アイリスグループのアイリスプラザでEC事業立ち上げや、海外グループ
の中国・大連アイリスオーヤマ発展有限公司にて統括部長などを歴任。2024年よりアイリスオーヤマの管
理本部にて総務部・人事部・秘書部などを管轄する執行役員本部長。2025年には農林水産省と連携し、政
府備蓄米の随意契約に関する事業者認定を主導。消費者へ迅速に届ける供給体制を構築。

1964年生まれ。山形大学農学部卒業後就農。秋田県横手市内で稲作などを営む。2008～14JA秋田ふるさと
専務理事、2014～20年同組合長。2024年4月から秋田県立大学生物資源科学部客員研究員。水稲7ha，葉
たばこ50aの農業を営む。

中村 勝則（岩手大学農学部農業経営・経済学研究室 教授）

1971年岩手県葛巻町生まれ。東北大学大学院農学研究科博士前期課程修了後、岩手県農業研究センター専
門研究員、秋田県立大学准教授を経て2025年より現職。2005年に東北大学より博士（農学）を取得。専門
は農業経済学。著書に『日本農業の現状と将来像』筑波書房（分担執筆）など

濱上 邦彦（岩手大学農学部水環境工学研究室 准教授）

2009年九州大学大学院生物資源環境科学府修了（博士（農学））。2011年岩手大学農学部准教授。専門は
水環境工学。農業水利施設や水田を対象に、水理・水質現象の解明および流域における水循環の評価に関
する研究に従事。近年は田んぼダムによる洪水緩和機能の評価に取り組む．

出口 善隆（岩手大学農学部動物行動学研究室 教授）

2000年東北大学で博士（農学）を取得後、岩手大学で助手、講師、准教授を経て2023年から現職。岩手大
学次世代アグリイノベーション研究センター研究員を兼任。応用動物行動学を専門とし、野生動物との共
生や、動物に心理的苦痛を与えない飼育管理について動物の行動面から研究を行っている。
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